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業
、

に 

於
•い

て

も

，
.
'
其

Q

程
鹿
に
.於
‘い
て
若
千
の
'差
興
'は
^

.^
が

、
：
彼

下

，
の

.傾
向
を
牵
し
て
ゐ
る
こ
、と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
るo 

へ
意
か
_

個
人
當
り
生
產
力
’の
低
下
は
も
倉
り
い
勞
務
者
-の
質
的
® *
下
に
‘基
囟
す
る
こ
と
I

は
爭
坟
れ
な
い
と
と
ろ
で
あ
る 

—

力

こ

，れ
の
み
.力
唯
一
の
.
|因
轰
考
へ
ら
れ
.な
い
.の
で
'あ
名
0
そ
れ
は
、
作
業
量
办
增
大
に
際
し
て
管
理
機
能
が
讓
し
、
其
の
結 

鐘
多
の
浪
费
の
瞿
し
來
る
結
果
..に
i

.
こ
，̂
の
頗
H

4

の
■が
I

と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
I

。
管
囊
能
即
ち
.、
經
營 

に
で
て
計
蕺
し
組
織
し
、-
統
制
す
：桑

能

.の
'相
對
I

要
性
が
#
業
量
の
墙
加
と
，
も
に
著
し
く
變
化
し
て
來
る
I

を
看
過
し
て 

は
な
ら
な
い
の
で
}
る
.パ
管
理
法
學
者
の
会
ふ
々
ぅ
に
;;
作
業
摄
と
計
畫
、
組
織
、
統
制
機
能
•と
の
'間
に
は
一

の.：

法
則
が
存
在
し、
.そ
. 

4

が
プ
般.に
.は
f

忘
、れ
ら
れ
勝
ち
.で

意
.0
.其
の
法
則
と
は
-
,作
業
I

仕
事
量
の
箭
的
增
加
に
對
し
て
、
兵
を
計
霞
し
.
組 

織
し
、
.統
制
す
る
仕
事
が
幾
何
學
的
•に
增
加
す
る
と
沄
ふO

所
謂
機
能
增
加
の
法
則
で
あ
る
。

.
管

理

言
®

l >
i :
4

r

用
.ひ
て
、
如
何
な
る
.作
葉
#

の
.增
加
，に
も
堪
ぇ
得
ら
れ
る
如
く
に
息
惟
す
る
;.
-
0篇

；

に
，、

仕

事

量

.の 

小
.量
な
り
し
と
.き
、
彼
の
銃
制
を
免
れ
得
な
か
つ
た
微
少
な
.る
作
業
上
.の
諸
浪
費
は
、
、.甘
囊
の
.增
加
と
、
’も
に
、.彼
の
統
制
を
離
れ 

微
少
な
り
し
浪
費
は
相
合
し
て
E
大
な
浪
費
を
な
す
こ
と
、
な
み
。
ヒ
-
^
に
於
か
て
作
^
量
め
增
加
と
-

^
に
、
管
理
職
能
t!

歷
合 

si
的
に
組
織
し
、
運
用
す
る
.，こ
.と
は
經
濟
，性
あ
る
坐
康
カ
を
維
神
じ
、
、上
昇
せ
し
^'
參

必

然

的--
^

條

件

と

な

る 

、

皆

々

，
は
.以
不
管
理
法
^
發
展
ー
に
づ
\^
.
.て
若
千
、
の
考
察
を
伽
.へ
ょ
ぅ
。.管
理
，法
め
發
展
は
、
從
來
學
者
に
ょ
つ
て
、
.傳
統
的
管
.理
法
，

..

.

.

.

.

.

. 

—..V 
. 

'パ
-
.
，
.
：

• 

-
-
'.
.
•
•

■•/
:
ン：•'
•
. 

.

.

.

.

.

.

. 

..
 
....
 

‘
，
+
> 

i 

.

.

.

.
; 

. 

.

.
- 

. 

: 

.
+
• 

.-

..

紐
織
的
管
禪
法
.、
科
學
的
管
理
法
の
，過
程
を
と
つ
て
，ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。 

, 

傳
統
的
穷
法
は
、
.日
々
0
經
驗
、
そ
の
.結
果
生
じ
來
つ
た
錯
誤
、
其
の
重
の
過
程
が
漸
次
に
ぼ
積
し
て
"
現
實
の
•管
瑰
形
體
ど
な
，
 

つ
.て
ゐ
f

の
.で
.あ
‘る
？
從
つV

、

個
人
の
.經
驗
と
、
.其
の
：時
祈
の
事
業
上
の
■必
要
に
ょ
つ
’て
條
件
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
.其
の
修
正
は 

一
定
‘
'の
體
系
を
持
つ
‘こ
と
な
く
、
相
互
.に
！矛
盾
す
る
結
果
を
す
ら
坐
ず
る
の
で
あ
る
。 

、

:

組
織
的
方
法
は
、
問
題
ヴ
解
，決
^
單
繁
与
個
人
の
圭
觀
的
判
斷
ょ
り
若
干
解
放
.し
、て
、
，他
め
響
に
、於
け
る
同
種
問
題
の
解
決
と 

吃
咬
研
究
し
て
、.，氣
良
の
'も
.の
を
採
擇
し
ょ
ぅ
へ
と
す
る
方
法
で
あ
る
0

_
し
と
の
方
法
に
は
、
屢
ミ
事
^
^
件
や
環
境
の
科
異
に
獎
す 

.，る

反

繁

閑

却

ず

還

娘
、
.管
理
の
效
染
を
所
期
の
如
く
芒
得
な
■い
欠
陷
を
持
、つ
？
こ
れ
に
對
し
て
所
_
科
學
的
管
理
也
は
、
管
理 

の
.金
問
題
を
解
浓
ず
る
霡
办
，に
->
*
>科

’學

汍

思

索
9
谓
理
'を
輝
用
'レ
ょ
ぅ
.と
'ず
る
1>
.の
で
，あ
る
.,0
而
し
そ
管
迦
法
論
者
の
主
張
ず
る
と
こ 

「

ろ
の
.科
學
故
思
，索
の
勝
理
&
.
、： 

ニ 

•問
題
'
I
I識
、
•ニ

へ

觀

齊

と

豫

備

的

分

析

い

三

ゝ

假

定

四
！
： i

層
精
細
な
^
^
析
•
五
、
資
料 

S

集
と
分
析'
- '
六
、-雙

2
'

七
'.、
K
驗
.•
.八
、
‘樊
ノ

九
,
，適
、靡
で
あ
，
'、
ハ

く
一
丨

.

•

,

3:
場
管
规
の
が
现
攸
：に

_
す
る.若
于
の'問

題

、
• \ 

:
八
-v 

' (

s
 t

a

,



、

T

:

f理
の
：ム？
理
性
，に
關
す
る
若
宁
の
’問

題

A
'ニ 

(
1

o
'一
四)

‘ 

ご
の
原
理
は
管
现
法
の
獨
占
で
は
な
い
、。
人
間
行
爲
を
體
系
化
じ
*
合
理
化
す
る
前
提
で
•.あ
る
。
さ
れ
ば
卫
場
管
理
が
、一

生
產
に 

，■從
事
十
る
入
の
-活
動
に
'合
理
的
顧
策
を
興
へ
ょ
ぅ
：と
す
る
限
り
、
，當
然
こ
' 
の
原
理
の
採
用
.を
要
求
す
る
o;

、

, 

'
工
場
管
理一

•般
に
與
へ
:f
e

K-
‘v
ゐ
.る
.問
題
は
、、
云
’ふ
迄
も
な
く
經
濟
性
あ
务
生
產
カ
の
增
大
1で
あ
り
、
、
そ
の
爲
‘め
の
合
理
的
計
靈
、
 

組
織
.
,銃
制
活
動
で
あ
る
。

;

' 

- 

\
 

; 

;

而
し
て
、
科
學
的
思
索
の
■原
理
は
先
づ
以
わ
て
っ
對
象
の
正
確
な
る
把
持
の
'爲
め
に
‘エ
場
に
於
け
る
あ
ら
あ
る
作
業
局
面
を
分
解
し
. 

:組
織
要
素
を
分
析
し
て
、
生
產
カ
.の
_
造
の
*'
體
を
明
如
な
ら
し
め
る
。
吾
々
は
科
學
的
管
理
法
適
用
齒
す
る
多
く
の
報
吿
書
を
好

す
る
S

.
玄

が

、
念

■
用€
最
初
に
當
っV

、

と
の
5-
氛

析

§

め
真
常
な
努
ヵ
の
拂
は
れ
て
ゐ
る
こ
|

知
る
と
\
も
に

.

.

.

.

.

. 

>
 
.
 

i 

•
 

*
 

.

.

.

. 

-
 

. 

. 

、

.

. 

、

こ
の
事
實
分
祈
の
'栽
礎
の
薄
弱
^
り
し
こ
、と
が
、其
の
，後
の
過
避
の
成
果
'を
著
，し
く
低
下
せ
し
む

.る
に
.至
つ
た
、こ
と
を
知
る
の
で

あ
る
o 

ヒ
の
分
析
策
な
る
仕
事
棼
析
で
繁
く
しV

、

こ
れ
を
行
ふ
人c

觀
歲
、
悬

、
蕾

Q

t
ゆ
る
局
芝
及
f
 

I

要
す
る

の
で
あ
る
。

,

.. 

-
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.
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*
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.
•
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-
.
-
:
•
.
• 

-
;

».
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.

-

-

.

•
•
•
.
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.
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.
•
.
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.
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•
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.. 
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. 

. 
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.

.

.

.

.

.
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• 

.
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■;
.
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■
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'
.
•
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.
、
. 

.

.

.
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.

次
に
然
ら
馨
理
の
合
理
化
に
對
し
て
假
淀
と
し
て
考
へ
ち
•れ
て
ゐ
る
も
の
•は
何
か
。
そ
れ
は
機
能
■分
割
と
そ
の
綜
合
の
原
理
，で
あ 

る
。
こ
の
原
理
は
經
濟
學
‘上

で

，云

ふ

特

殊

化

i
綜
合
或
は
分
業
の
原
理
に
外
な
らg

?

‘米
國
流
の
科
擧
的
管
理
法
S

ふ
、
‘機
能
化
或 

は
^

^
職
長
の
觀
念
は
特
殊
化
.で
あ
り
.,
グ
，ラ
ス
、
チ
ャ
*
.
.

—
、
.レ
コ
、-
ド
.の
<如
き—

は
線
合
を
具
猶
的
に
表
明
す
る
も
の
で
各
る
0
各 

作
業
部
を
特
殊
化
す
‘る
.。
其
の
中
に
働
べ
人
の
作
業
®.
動
を
特
殊
化
す
る
。
仕
尊
鞲
成
.の
.要
素
と
し
て
の
a '
の
剪
を
特
殊
化
す
る.o 

€

の
條
件
た
る
外
留
が
.|
8
要

, *
次

る

機

械

エ

具

殼

備

等

を
特
殊
化
.す
る
。j

g

し
て
こ
れ
を
線
合
す
る
計
^

2
組
織
と
統
制Q

方
法
を
特

I -

殊
化
す
る
こ
と
に
^
ク
て
、
，其
の
綠
合
を
合
理
的
に
す
^'
.0
特
殊
化
に
，よ
つ
て
、
部
分
の
仕
事
は
單
純
化
し
.、

•化
し
、
綜
合
化
に 

よ
つ
て
、>
,各
の
持
殊
部
分
の
踪
合
を
自
働
化
す
る
o
.こ
れ
に
よ
つ
，て
の
み
人
間
の
作
業
活
動
.の
成
娘
を
增
大
し
得
る
と
云
ふ
於
®

的
，

.

. 
- 
: 

-

.

V 

.

•■
■

... - 

'
.
.
H
:

'*
. :

■

• 

. 

: ノ 
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.
 

-
 

: 

- 

- 

■.
 

.

.
- 

. 

-• 
.

.

. 

■ 

:
. 

■ 

. 

- 

- 

- 

. 

* 

.. 

.
 

.

定
で
あ
る
。

t 

, 

: 

:

:•:
• 

•
. 

,

次
に
，考
へ
ら
れ
る

 

一
*層
の
汾
析
と
資
料
の
蒐
集
綜
合
は
、
か
•、
ダ
特
殊
化
の
.確
卑
と
最
良
の
規
範
た
る
標
準
を
確
定
す
る
過
程
で
あ 

る
。
特
殊
化
の
關
職
す
る
あ
ら
ゆ
る
•局
面
の
分
析
を
通
し
て
、
•こ•-<

に
標
举
的
型
を
設
定
す
る
o
iIt
畫
に
於
け
る
組
傭
に
於
け
■る
統
部 

.に
於
け
る
、'
作
業
に
於
け
る
標
準
の
設
定
、
原
料
.
材
料
、y

具
製
品
に
於
け
る
標
準
の
決
定
‘で
あ
る
o
標
準
は一 .

種
の
‘法
則
的
事
實 

で
あ
り
、
現
實
の
批
料
荠
で
あ
る
。
.而
し
て
か
\
る
標
準
を
現
貲
の
經
廣
生
活
よ
り
坐
じ
來
•る
多
く
の
資
料
の
分
析
を
通
し
て
決
定
せ 

ら
れ
•る
こ
と
即
ち
事
'賓
，の
基
礎
の
，上
に
立
つ
こ
と
に
よ
つV

、

傅
統
的
方
法
、
組
織
的
方
法
と
厳
に
區
別
せ
ら
れ
石
科
學
，的
方
法
の
特 

.
質
を
表
明
す
る
こ
と
、
な
る
■の
で
■あ
る
.
。

,

.--

.

'
■
.
/

 

• 

' 

 ̂

試
験
は
別
に
問
題
は
な
い
。
協
力
の
過
程
は
社
會
染
活
と
し
て
の
工
場
'に
於
け
石
活
動
體
系
の
適
應
m
は
塞
不
可
缺
の
過
程
で
■あ 

る
。
人
間
生
活
の
中
に
は
、
一
.つ
の
標
準
的
規
範
を
强
壓
的
に
充
て
.は
め
得
.る
も
の
で
は
な
：̂
。
興
.の
诫
員
の
理
解
と
協
同
的
意
思
の
. 

存
在
.5.
則
提
と
1
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
從
つ
て
、
’具
體
的
の
適
應
以
前
に
於
い
て
、
各
成
員
間
に
於
け
；
讃
敗
と
指
導
と
が
必
要
で

あ
る
。.
か
V
る
科
學
的
管
理
法
の
_

應
に
よ
つ
て
生
じ
來
る
製
造
活
動
:^
體
系
.に
現
は
れ
た
特
色
は
* 

一
、
■技
術
の
經
營
へ
'の
移
轉
ハ

.

.

.

.

. 

<

■

'
 

. 

/
- 

- 

■

...

l
.
r

例
外
原
理
⑷
適
用
で
あ
名
，/

•

•

;

:

/

.

.

.

.
 、
 

■

.

、

即
ち
、
.，勞
働
者
の
有
す
る
あ
ら
ゆ
‘る
作
業
上
の
技
術
は
他
目
理
の
側
上
り
銳
い
分
析
と
批
評
.を
抓
へ
.ら
れ
ノ
.檫
难
と
し
て
の
最
反
の
方
法 

.

工
場
滓
理
の
合
现
蚀
に

_
す
る
荞
干
の
.間
題
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、
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^
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が
確
I
,
.られ
、
ミ
れ
，が
，で
定Q

.

規
範
と
し
て
未
經
驗
勞
務
者
t
引
渡
ざ
.れ
る
。
技
術
は
かy

し
て
最
も
合
理
的
に
|

ゆ
る
部
^
に 

普
通
也
す
,

勞

篡

益

權

で

あ

0,
た
傳
統
的
葰
術
上
の
.熟
練
は
、
科
學
的
S

S
き
換
へ
ら
れ
名
。
次
に
あ
ら
ゆ
る
組
織
要 

•素
ぱ
標
準
化
し
”
そ
は
時
間
研
究
|

鋈

に

ょ

？

憲

s

f
 

•

見
.出
す
。
.
5
Q管
理

產Q

輩

化

は

鋳

I
自
働
機
構
に
. 

轉
化
せ
•じ
む
る
。
.
機

械

能

率

'の
確
定
、
仕

--
«
の
時
間
的
確
;̂
は
生
產
計
畫
を
檩
_
化
せ
し
め
、
作
業
票
、
材
料
出
庫
票
、.移
動
票
、
檢 

查
票
の
調
製
、
二
ト
の
自
働
的
配
分
は
作
業
過
程
の
統
制
を
標
準
化
じ
••作
業
掇
準
化
と
レ
も
に
、
こ
れ
.を
指
導
し
、
進
行
と
ノ
め 

る

あ

ら

ゆ

#

理

，
の

仕

f

機
能
化
す
名
。
か
く
し
て
、一

度
生
產
計
畫
が
洗
定
せ
.象
や

、
.工
場
は
5

の
鱼
大
.

1働
機
f

し

.て
機

械

的

に

其

，
の

^

と̂

統

制

を

行

ふ

。

<
の
田
-«
は
機
械
的
機
能
の
遂
行
に
對
し
て
、
漸
次
に
退
化
し
、
單
に
例
外
的
囊
に
對
し 

.
て

激̂

に

作

用

す

る

こ

と

、

な

る

。

'

か
ハ
る
，自

働機
！！

化
が
社

-#
の
發
展
に
對
し
て如
何
な
る歡

,#
盈

2.
る
か
にo '
い
て
は
後

述

の

言

、
に

幾

多

の

問
題
は
存
す
る
で 

.
あ
ら
ぅ
け
れf

少
く
と
も
、
經
濟f

る

鏖
カ
增
强
ゆ
、
.が
4

能
率
的
思
考
を
無
視
し
て
は
麗
し
得
ざ

f

と
は
明
か
で 

れ
る
と1K

は
念
く
て
は
な
ら
ぬ
。
吾
々
比
科
學
的
管
理
法
が
坐
產

力
の
增
大
に
寄
與し
た
最

大

のI、

例
を
來
國
の
一
九
二
二
丄
ー
七
年 

の
經
濟
的
過
程
の
中
に
，見
る
こ
と
が
出
來
令
と
考
へ
る
の

|

る
。
當
時

の

產

の

■生庫
額
の
.增加
は
一
般
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
樣
に
急 

速
で
あ
つ
た
に
對

じ

て
個
人
當
り
_

額
は
何
等
低
下
ずる
こ
と
な
く
上
辱
し
てゐ
る
。
其
の
原
因
は
論
者
に
ょ
つ
て
相
異
す
る
と 

こ
ろ
は
あ
き
が
、
フ
ィ
シTrJ.' 

H

f

)

の
說
明
に
管
と
、
貨

蕩

値
の
安
：定
、
發明
の
急
速
化
、
禁

酒

產

業

合

扉

と

、 

I

-
科
學
的
管
理
法
が
擧げ

ら

れ

て

ゐ

今.こ

の

時

代

は

米

國

售

業

忙

於
い
てチ

ィ
ラ
丨
.以
後發

展
r

l

.れ
た
科
學
的管

理

f f\i Sf •  ̂ " . ベ

一■

■

〔

.論

ゆ
■
用
を
風
ぎ■

象

®
貧

な

'い
名
ろ
で
-あ
*
*
'、

が
前
記
個
人
當
り
生
產
性
の
增
ヵ
に
對
す
當
^
は
十 

分
に
認
む
ベ
ぎ
で
あ
f

考
へ
る
。
現
代
の
俄
國
の
.經
濟
政
系
の
要
求
し
.つ
.

)

、
あ
.る
經
濟
性
あ
る
生
產
力
，の
增
伽
に
.對
し
て
種
々
な
る 

方
策
が
考
へ
、ら
れ
I

I

る
が
、
尠
く
と
も
、
t

る
i

的
管
#

の
I

が
眞
面
，目
に
.取
り
上
げ
ら
れ
て
能
率
的
の
姦
よ
り 

の
管
哩
技
，

の
改
善
せ
.ら
る
‘、
こ
と
は
緊
急
の
問
題
で
は
な
い
か
>
思
，は
れ
る
。

.

■,

U

 

•

. 

-

‘

；

.

さV

科
學
的
管
理
法
は
、
機
能
の
分
化
と
.

I
と
其
の
標
準
化
に
關
す
#

理
乾
？
科
學
的
思
f

、
經
營
內
に
適
用
し
て
ゐ
る
も 

の
で
あ
る
I

へ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
對
す
る
批
1

は
批
淮
は
旣
に
多
畜
S

す
る
が
'
.其
2
幸
の
も
•の
を
拾
？

見
よ
ぅ
。
藍 

し
か
く
す
る
H

つ
て
、
5

合
理
的
な
る
管
理
形
態
S

展
を
企
圖
し
得
f

考
へ
る
か
ら
で
あ
る
。
，
 

，
 

1
、
方
1

|
忐

議

、
科
學
的
§

般
は
、
'

t
特
殊
？
 

t
 

§
いV

Q

人Q

囊

Q
I

S

な
る
や
1

、
|

时
す
る 

方
法
で
あ
る
。
.歸
納
法
に
し
て
も
演
釋
法
に
し
て
も
、
そ
れ
は
雜
然
た
る
吾
•々

の
あ
る
特
殊
の
方
向
に
於
け
る
經
驗
を
整
理
し
、
淨
化 

し
て
，一■の
法
則
を
導
ぐ
こ
と
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
で
意
。.然
し
そ
れ
は
單
に
れ
る
特
殊
の
方
面
に
過
ぎ
な
^

の
で
あ
つ
て
人 

間
と
かg

會
と
か1
K

ふ
給
合
'的
文
化
的
葚
と
し
で
の
議
に
對
し
て
、
科
學
的
方
法
を
■

せ
し
む
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
强
い
て 

こ
れ
を
S

せ
し
め
様
と
す
る
と
、
單
に
機
械
的
#
在

.
，即
I

譽
的
な
る一

定
の
力
テ
.

f
ふ
よ
つ
て
制
約
せ
ら
れ
る
原

子
的 

字
芝
し
て
の
人
>

り
社
-#
な
り
を
假
定
ナ
る
こ
->
:
な
く
し
て
.は
'不
合
理
で
あ
る
。
テ
ィ
一
ァ
ト
が
誓
.て
國
會
の
委
員
會
に
於
い
て
證
言

せ
る
中
に
、
屢
A

Q
例
を
引S

V
H

人
S

S

準
を
霞
し
、^ /
兗

智

、
|版
鐵
逾
び
の
實
驗
に
於
5
て
最
蟲
し
て
ゐ
る
人

‘ 

H

眷

理

の

合

S

に
闕
す
.る
若
デ
の
pi
'

辑

/
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エ
場
皆
规
の
舍
顶
性
2
:關
す
^
葙
千
め
-間

題

，
 

 ̂
■

\

\'C
I
O
!

八)

間
は
牡
牛
の
‘樣
な
ん
間
で
あ
る
と
主
張
し
て
ゐ
る
如
き
は
其
の
一
例
，で
ぃ
あ
，を
。

'

科
學
#.
,の
'思
考
袜
' 
經
驗
.の
結
果
た
為
資
料
の
.1
:
集
と
其
、の
解
，1
:と
法
則
で
ょ
-い
—

あ
る
が
，
管
理
者
の
場
合
は
-
蒐
集
と
视
斷 

と
法
切
と
最
後
に
具
體
的
.な
るP

用
と
一
冗
ふ
過
程
が
存
在
し
•て
ゐ
石
。
こ
の
適
用
と1

K

ん
過
程
は
、
科
學
的
と
一K

ふ
と
の
狹
い
，思
考
の 

領
域
を
以
つ
て
しp

は
律
し
得
な
.い
。一

層
S

的
な
綜
合
性
あ
る
‘

が
働
く
こ
と
.を
要
す
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
，と
考
へ
るo 

若
し
管
理
’法

馨

：が
翁
純
な
る
能
率
の
立
場

.砮

押

し

進

め.ら
れ
た
科
學
的
思
考
を
管
理
に
適
用
し
、
て
、

こ

れ
を
以
つ
，て
管
琿
の
全
問 

題
，が
私
學
的
に
所
现
せ
ら
れ
た
と
主
張
す
る
な
れ
ば
以
'上
の
や
う
な
非
難
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
.と
思
^:
.
-れ
る
。

,

‘ 

ニ
、
-社
會
的
.心
理
的
要
因6
閑
却
、
こ
れ
は
第一

,

の
問
題
と
關
聯
す
る
も
の
で
，あ
る
？
#
ル
ー
フ
レ
1
ス
の
.分
析
は
、

一、
突
こ
•
知
ら
I 

，て
ゐ
る
や
うr

に
、‘
作
業
に
於
け
る
蕋
本
動
作
を
分
類
'し
、
.,
こ
れ
を
以
つ
て
、
.技
術
の
分
解
と
經
營
化
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
然
I
、
支
*
 

は

眾

な

る

以

つ

、て
分
析
し
得
な
い
，o
其
の
1

に
多
く
の
心
理
的
經
驗
的
'事
貨
が
存
在
す
る
？:
と
を
.否
定
し
得
な
5
.
0從
つ
て
、 

和
學
的
管
理
法
に
於
け
る
如
く
唯
一
最
良
の
方
法
-を
單
に
型
の
問
題
と
し
て
見
る
.こ
.と
は
誤
議
で
あ
る
0
更，

に
又
疲
勞
も
、ホ
、ッ

へ
y
4 

ル
ガ
丨(

H
l
b
e
r
—g
e
r
)

 Q

衰
ふ
樣
に
肉
體
的
、.、
心
理
的
綜
合
現
象
で

あ
り
、
.そ
l

i

fj
t
;率
と
' の
關
聯
を
必
ず
し
も
有
す
f

の
で 

は
な
い
。
然
る
に
科
學
的
管
理
論
寰
能
：率
の
高
下
か
ら
疲
勞
ひ
•度
合
或
•は
更
1

ん
で
生
活
上
の
合
理
性
を
批
判
す
る
傾
が
あ
り
は 

し
な
い
か
。
若
し
あ
る
と
す
る
な
れ
，.ば
•、、
，
と
、
に
重
要
な
修
芷
を
施

W

す
こ
と
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
うo

,

更
に
又
'テ
.ィ
ラ
-
1.の
方
法 

は
厲
た
餘
剩
の
經
濟
學
と
稱
せ
ら
れ
る
如
く
、：作
業
研
究
の
窠
生
ず
る
.高
度
の
標
權
の
.靈
は
生
痛
力
を
甚
し
く
增
大
せ
し
め
、
 

且
つ
こ
の
標
準
に
達
す
る
/
;と̂
に
.ょ
っ
.て
個
人
收
人
.を
僧
加
せ
し
め
る
。
が
、
る
餘
剩
收
入
の
大
と
な
る
が
認
め
に
、
分
配
'は
.治
^
ど
.

開
題
と
す
i

要
I

故

で

I

と
•麗

し

.
V

ゐ
た
3

1

。
然
し
な
が
ら
例
令
收
人
額
备
、加
は
S

費
I

富
S

し
め
る 

と
し
t
も
•こ
れ
を
以
つ
て
實
生
沾
上
の
諸
問
題
が
完
金
に
解
決
せ
ら
れ
る
と
は1

方
へ
と
。
こ
れ
を
完
全
に
^ .
決
せ
ら
れ
る
と
見
る
こ 

.と
は
人
を
經
濟
人
と
し
て
の
み
觀
察
す
る
量
で
あ
り
、
‘社
會
的
、
心
理
的
、
生
，现
的
、
倫
理
的
生
活
局
面
寒
閑
視
す
る
こ
と
.、
な 

ら
ぅ
。
，我
國
に
於
い
I

,
日
本
紙
率
聯
合
會
、
日
本H

業
協
會
の
援
助
の
.

I
;に
多
數
の‘.經
營
に
於
い
セ
斜
學
的
管
理
法
..の
採
用
せ
ら 

'

れ
た
る
實
例
^-
あ
る
。
'而
し
て
そ
れ
等
の
報
葚
！1袅
い
て
見
る
も
、：.
.こ
.れ
を
適
用
す
る
に
當
含
、
.こ
れ
を
單
純
な
卷
理
機
權
上 

の
問
題
と
し
て
.で
は
な
く
>
經
.

£
於
け
を
人
‘の
心
理
的
觀
察
を
度
外
視
'し
、て
は
全
く
不
可
能
な
る
事
實
，を
知
る
こ
•と
が
出
來
る
。
旣

,

.
，
リ

：
.:)

芒
_

學
的
：書

_

:
澈
«

§
:

歡

譬

1

:

'

,心
親
的
^

.
れ

を

度
1

視
レ
て
は
殆
ん
ど
其
の
意
義
を
失
ふ
如
く
で
あ
る
。
米
國
に
於
け
る
ウ
ァ
レ
ン
グ
メ
ン0

^

|

|)

の
：發
働
査
監
論
S

 

生
V .

ウ
ル
フ(

W
U
K

)

の
，園
體
.承
認
論
の
主
張
の
如
き
も
其
の
妻
老
證
明
す
る
も
め
，で
あ
る
と
考
、へ.ら
れ
る
.0
ヴ
，ル
エ
ル
の
述
べ
て 

ゐ
る
如
く
，

テ
ん
テー
は
掛
^
的
早
1&
"
し
て
ゐ
.る
が
、
若
し
天
壽
を
金
し
た
な
ら
ば)

' 
更
に一

•層
深
、く
人
間
の
心
理
に
對
し
、
て
科
學
的 

硏
究
ど
行
ふ
に
至
つ
た
で
あ
ら
.ぅ
と
述
べ
て
ゐ

る

ビ

と

，は
，
味

ん

ベ

塞

一

儀

.で
あ
令
。
然
ら
ば
果
し
て
が
、
る
綠
合
性
の
あ
、る
科
，學
か
管 

,

理
法
が
I
會
的
に
.妥
當
性
を
有
す
る
で
|

ぅ
'か
.
0 
ロ
シ
ア
の
管
理
法
論
•者
は
、

こ
れ
を
資
本
主
_
社
會
に
玲
け
る

管
理
，法
.上
.’の
弱
點
丨 

と
し
‘
て
極
力
主
張
し
て
ゐ
る
と
.こ
ろ
で
あ
る
Q

其
の
.批
評
は
ニ
つ)

に
分
れ
る
。 

,

-
I

は
、資
本
主
義
§

に
於
け
る
科
學
的
督
现
法
に
’於
.て
は
勞
働
カ
.保
金
の
問
題
が
閑
却
せ
ら
'れ
る
。
資
本
的
利
益
が
一
切
^
決
定

L 

,

,

て
ゐ
..る
か
ら
、
ょ
.し
'、勞
働
カ
保
金
が
理
；

i

上
'必
要
な
f

と
が
證
明
ぜ
ら
れ
^

ど
し
.て
も
こ
れ
が
實
41
に
’移
，？
れ
る
可
能
性
は
俄
い

*
1

,

ノ
' 

• 

, 

’

ノ 

/')
, 

, 

\v.
b

. 

r
l
o
r

-̂
ゾ

，

，工
場
管
'理
，の
令
稀
に
關
す
る
章
^問

？
. 

-

.

八
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U
C
-
1
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0
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_ 

ニ
、
科
摩
的
管
理
は
叙
經
濟
的

 

'
如
何
に
ょ
.く
行
.は
れ
得
た
と
し
て
も
私
經
濟
間
の
關
係
が
資
本
&

社
會
に
於
い
て
議
制
で
あ

■
る
力
故
に
金
體AI

し

、
て

み

る

と

、

蠢

と

消

費

め

均

衡

を

失
'*

墜
し
て
帝
く
o
'個
々
■の
私
經
濟
の
浪
費
排
除
運
動
は
、
全
•社
會
的
に
は
：
 

浪
费
助
成
運
動
化
す
る
も
れ
•で
あ
る
0
、
 

/ 

'

.

.

-

| &
、?2
- ?
は
安
ふ
迄
も
な
く
資
本
主
■
.

社
會
支
私
调
利
益
追
及t

點
.張
り
の
社
會
で
あ
り
：.
そ
■の
.錄
め
の
‘資
本
.の
‘絕
對
.的
自
由
の
': 

.蓄
せ
ら
れ
て
ゐ
る
社
會
で
あ
る
と
の
.前
提
に
於
い
て
の
み
考
へ
ら
れ
童
こ
ろ
で
I

。
然
る
に
今
や
か
、
る
前
提
が
原
則
と
し
て
. 

否
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
|

は
云
ふ
•迄

も

な

い

と

こ

辱

あ

り

、こ
れ
に
代
'■つ
.て
、
社
會
理
念
の
上
か
ら
も

、
.經濟
從
術
的
に
も
、
公
益
：，

を
呼
、も
と
ゴ
る
指
導
と
擦
力
の
統
制
原
則
が
前
提
と
f

れ
て
ゐ
る
の
で
あ
.る
。
然
ら

ば

、

か
4

統
制
經
濟
下
に
就
い
て
如
何
に
其

.

.

.の
妥
當
性
が
存
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

'

-

, 

: 

へ

パ

■ 

、
- 

■ 

- 

. 

, 

• .■:
 

- 

.

.

.

. 

. 

- 

. 

. 

. 

.
J
. 

: 

1
.
.
V

こ
の

間
f

統
制
經
濟
が
何
故
I

生
し
來
ク
，た
か
，の
、問

S

結
合
し
て
ゐ
る
.。
其
の
根
本
的
謹
.は

景

最

動I

f

、
'
社
會
. 

問
題
の
靈
化
に
存
す
る
士
思
は
れ
る
'
i

近
の
戰
時
統
制
經
濟
炫
、
戰
論
材
の
麗
を
樞
軸
と
し
て
働
い
て
ゐ
|

で
|

が
、
- 

其
の
具
體-

E

政

內

晋

は

；

j Q
.
H

つ
.の
問
題
者
に
_其
の
解
決
を
追
？

ゐ
る
の
で
あ
.る
。
換
言
す
れ
ば
、
經
濟
性
あ
る
生
棄 

の
增
プ
は
常
に
意
識

.m
に
こ
：，の
種
の
.問
題
の
解
決
を
内
容
と
す
る
と

‘と
に
ょ
、つ
て
、
或
は
、
こ
れ
と
の
踪
合
的
形
態
に
於
い
て
®
解
. 

せ
ら
れ
て
.

I
て
-可
能
と
な
る
の
；
で

|

。
，

，.. 

- 

■ 

\ 

.

.

.

.

. 

-

.

• 

>
: 

H 

' 

■

へ‘

-

-

'

,

.
か
4

客
觀
的
社
會
組
織
/0
轉
換
が
毒
管
ぎ
内
面
に
反
映
し
て
.ゐ
る
と
考
へ
る
の
で
I

。
そ
の
ご
と
ぃ
が
、
S -
I ;
I

科
學

63̂

的
な
る
管
理
形
態
.の
發
生
鲁
能
な
ち
.し
む
蠢
盤
を
與
へ
'て
ゐ
る
と
考
へ
る
の
で
■あ
る
0
か
ぐ
て
業
：<7
)
.
米
國
式
科
擧
的
管
理
法
の 

も
か
^ ;
:
陷
K
嫌

塡

欺
_

_
派

爆

の

滕

沈

歡

慕

藤
,
龙
艨
眷
_

^

:;
|

1 :
濟
理
%

?

^

3

〔

咖

會
^

^

1
鄉

遞

夯̂

る
ひ
は
經
濟
性
|

_

力
を
提
供
す
るH

場
と
しV

社
會
的
意
義
翼
b

‘に

營

と

考

な

？

あ
る
。

一
言
に」

、5

へ
ば
從 

來
の
能
f

能
的
な
繼
經
賢
'よ
り
と
れ
に
厚
康
理
を
加
味
し
た
模
範
的
經
營
.ベ
.の
觀
念
的
轉
換
で
I

O
、而
し
て
こ
の
こ〜
と
•の
、中 

に
科
學
的
管
理
法
に
對
す
る
极
本
的
修
正
が
意
味
，せ
ら
れ
.て
ゐ
る
。
高
賃
銀
高
能
率
は
科
务
的
管
理
法
の
理
想
と
あ
つ
た
-o
人
問
生
活 

金
體
が
高
賃
銀
に
，よ
つ
て
合
理
性
b
有
す
る
に
至
る
と
な
す
と
と
は
正
鶴
を
得
た
も
の
で
は
な
い
。
其
の
際
利
用
せ
ら
れ
る
請
負
制
度 

は
疲
勞
を
過
度
な
ら
し
め
，勞
働
能
力
の
急
足
な
る
消
耗
を
惹k

す
る
こ
と
は
警
生
じ
來
る
ぎ
ろ
■で
あ
る
。
更
に
又
、
勞
務
赛
の
社 

會
的
心
理
は
ゾ
IW
I
.僚
に
對
十
％
思
惑
等
よ
.り
し
て
其
の
正
當
な
る
#
力
の
發
揮
を
妨
げ
.ら
る
、
こ
と
も
あ
る
。
，.最
近
諸
エ

' ^
に
於
い
て 

利
用
せ
ら
れ
る
エ
.場
音
樂
の
：如
き
ぢ
，
管

雜

，を
源
加
せ
る
?

の
例
を
見
る
の
で
あ
る
が
、.
そ
れ
が
作
業
の
-ス
ピ
丨
ド
•に
よ
つ
て
.

來
れ
る
實
質
上
ゆ
‘费
勞
を
疲
勞
と
し
て
寬
識
せ
ざ
る
と
と
な
き
や
を
進
ん
で
劳
察
す
る
こ
と
を
要
す
る
”
疲
^
と
疲
勞
感
は
區
^

す
べ
き
で
あ
る
。
眾
調
感
の
硏
究
も
最
.近
ケ
ィ
V V

フ
ー
.

C

H)

ミ
ュ
ン
ス
f

ベ
ル
.ヒC

M
I

 

|

这
5

エ
ル
マ
-
ス
キ
I 

s
r
m
a
n
s
M
〕

ブ
ル
ネ
ダ
ト(

B
u
m
e
t
t
)

ホ
，ッ
.へ
シ
ペ
ル
ガ
丨
0
?

&
6|
^
3
:

〕

本
邦
に
於
い
、て
は
.增
扭
敦
授
に
^
つ
.て
種
々
^
硏
究
せ
.ら
、
 

れ
で
ゐ
：る
と
’乙
ろ
で
あ
る
が
"：
科
磨
的
管
理
法
_下
^

い
て
単
調
，感
は
例
へ
個
、人

的

に

队

異

ば

あ

る

と

し

べ

も

必

然

的

雲

と

.し
て
認 

識
せ
ら
れ
る
と
こ
が
で
1

9
 

m

lて
こ
れ
が
對
策
を
，‘へ
作
業
め
，相
關
1
協
同
性
に
對
す
る
@
1
.を
、立
•と
す
るH

人
敎
育
の
み
に
よ
つ 

て
解
決
せ
ん
と.す「

る
限
り
、：.心
，理
學
的
生
理
學
的
諸
局
面
よ
り
人
間
生
命

1

ロ
理
化
せ
ん
と
1;
、る
勞
働
時
.間
、.
作
業
轉
換
、
嫿
配
置 

•

ェ
場
管
が
^
合
嬅
性
に
關
す
る
诺
千
の
問
題
パ
. 

*

.

'

.
八
九
' 

P

Q

~

Z

V

|
r
\



ォ
'^
肩
理
の
；
合
理
他
に
闕
す
；
苦
干
み
間
，題

、

' 

' 

' 

九
0

a

o

s

l

)

,に
對
す
る
努
力
, ^
閑

却

せ

，
ら

れ

^
典
れ
が
あ
る
<-
0

,

'

:

•，<

-

、

パ

—

；

>.
 

.

,

.
耍
す
I

,
勞
1

保
舍
間
題
.は
I

合
理
段
の
.問
題
と
し
ぞ
十
分
に
科
|

方
法
を
似
つ
て
解
決
す
る
こ
と
を
'耍
す
2

で
あ 

る
，。
從
來
'
Q

I
螌

裔

袁

作

f

勞
務
者
s

i
的
盆
的
關
係
S

い
ゼ
考
|

ん
と
r

硏

產

度

ば

、

生

，
活

合

理

性

へ

の
强
い
關
心
を
示
せ
f

の
で
1

.

4

/よ
ぅ
.。
例
へ
f

、ソ

レ

ル

c
i
e
o

或
はH

ル
、
マ
ン
.

k

キ
丨(

E

r

g

lに
於
い
て
見 

f

s

f

に
人
S

ネ
ル
ギ
丨
の
消
失
•の
立
場
よ
り
す
る
合
理
的
作
業
の
確
定
，の
努
力
は
問
題
の
解
含
向
つ
て
具
體
的
苎
步 

S

あ
て
ゐ
る
，も
わ
湛
る
0
然
し
な
が
，ら
、
_

合
|

の
眞
.の
8

は
單
に
か4

1

學

的

生

活

爵

の

み

に

止
t

こ
と
、な 

< 

Mに

こ

れ

を

社

會

的

經

濟

，

坐

活

_
面
に
迄
問
亂
を
展
開
す
君
|要
が
.ネ
す
る
.と
考
べ
ふ
れ
る
0
楚
に
か
、
る
I

ば
直
接
に
能 

率
の
上
下
w

l

f

l合
理
性
を
取
結
す
る
ふ
の
で
は
•な
く
し
てt

眞
沉
な
る
綜
合
科
學
の
立
場
よ
り
坐
活
合
理
性
を
實
現
せ
ん 

と
j
る
もQ

P

あ
る
。
と
れ
を
經
.霊

'燈
關
連
せ
し
め
i

象
れ
ば
S

管
理
^
於
け
る
厚
生
政
策
の
科
學
的
組
織
化
で
あ
.
る
と 

一

K

へ
よ
ぅ
。
•勞
務
管
理
に
於
け
る
傅
生
政
策
は
、
奮
管
理
せ
於
け
る
ど
同
様
に
•從
來
'
傳
統
的
方
法
よ
り
、
組
織
的
方
法
、
科
學
的 

方
法
へ
と
醫
し
"て
來
v

t
。‘
篇
的
方
雄
は
f

經
驗
を
有
す
る
勞
務
_

の
個
人
的
-

g

察
と
直
f

i

t

、
其
の
指
導
施 

設
は
主
と
し
て
彼
の
人
格
の
蔭Q

反
影
で
あ
兮
彼
は
勞
務
者
と
の
日
常
の
接
觸
よ
り
其
の
生
话
上
の
諸
要
求
を
感
得
し
て
彼

自

か

 

ら
の
經
驗
と
工
夫
を
以
つ
て
I

な
靈
を
考
察
す
る
。
で
の
方
法
は
'勞
務
主
任
の
經
驗
を
十
分
に
生
か
す
點
に
於
い
て
貴
重
I

 

一
名
^

敗 
_

斯
轉
—

—

心
»
^
^

因

難

奏

の

妻

よ

忘

，

」
v
y

鶴
を
欠
く
惧
れ
あ
含
と
を
雲
し
得
な
^'
-親

的

.方
法
は
舉
我
國
大

. 

,>.
て
,

.

• 

.

••

-

ニ

. 

.

.

.

. 

• 

. 
*

介 が W抑1 ダハ…-5 ^ ^ :^ ■ニふニ : :

•

湯
に
於
い
て
多
く
驚
せ
ら
れ
I

體
で
あ
り
、
そ
は
同
種
同
規
模
の
他
の
經
營
の
2

と
こ
ろ
を
視
察
し
、I

し

.て
こ
れ
を
自

 

' 

へ：
 

^

一
 

,

經

霄

S

施
す
f

 

.

1の
t

で
I

"
併
七
が
ら
こ
の
方
法
は
前
述
し
た
る
如
く
、
個
^

^

特
■

事
情
S

灣

.

I

 

せ
ざ
る
こ
と
あ
る
と
、
も
に
、
各
の
施
設
間
i

f

持
た
し
む
る
上
に
困
難
の
孝
る
I

が
あ
る
。
科
學
I

法
は
こ

、れ

に

反

し

ハ 

て
、
先
づ
以
っ
て
勞
務
者
の
_

の
實
體
を
把
握
し
て
、.
こ
れ
に
綜
合
的
科
學
的
判
斷
を
細
へ
、
■雪
な
指
導
と
施
設
を
設
け
ん
と
す 

,

る
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
霧
調
衾
其
の
義
的
準
備
段
階
で
あ
る
。
こ
れ
を
如
何
に
行
ふ
べ
き
か
は
そ
れ
自
I

問
に
研
究
せ

ら
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
裔
に
於
い
て
，、
.未
グ
こ
れ
に
對
し
て
S

的
意
見
を
聞
く
こ
と
を
得
な
い
が
、丨
響

の

試

考

す

る

き

で

.

*'
:

‘

は
、
上
活
調
查
と
しV

、

論

調

査

、
f

調
，査
、.審

調

査

、
疾

襲

.査
、
單
調

麗

、
社
會
心
理
靈
、
獄

調

f

及

ぶ

べ

き

.

%

で
I
な
い
か
と
考
へ
る

o

而
し
て
か
、
る
麗
を
單
に
一
の
科
學
的
泰
よ
り
批
判
す
べ
き
で
は
な
く
し
て
、
前
述
の
様
に
綜
合
I

 

場
よ
り
行
は
る
、
こ
と
を
要
す
る
？
例
へ
ば
年
齢
■

に
於
い
て
は
、
單
に
S

年
雜
成
に
關
す
る
の
み
な
ら
ず
、
S

に
8

す

.

、„ 

I

理
的
隱
的
發
達
發
展
を
費
し
，て
、
■年
齢
に
附
帶
す
る
生
.越
的
變
化
、
慕
的
觀
令
i

f

明
が
I

し
む
こ
と
は
.
防

醫

*.
- 

S

の
諸
施
設
，
諸
衝
Q

I
施
！r

住
居
施
設
S

し
て
合
理
性
を
興
へ
i

據
と
I

t

、
生

計

調

査

は

勞

馨
S

要

の

體

,

) 

系
1

,

1
し
めV

.,、

醫

施

設

、
家

囊

導
I

る
科
I

I

た
る
べ
<
v 

.

f
 
P

I

I

I

的
生
i

s

 

' ( 

.

よ
り
I

I

て
-
單
な
る
能
率
よ
り
の
批
判
を
I

I

I

 
く
、
單
調
調
査
は
、

m

單
調
I

る

f

.
•■
•• 

.

個
人
的
寒
異
ぞ
心
理
學
的
立
，場
よ
衫
明
瞭
な
‘ら
し
め
ベ
前
述
せ
る
作
業
の
轉
換
、

,適
性
配
愈f

に
っ
い
て
一
層
合
®
政
策
を
と
り
‘

、

'一
 

.

.

ベ
4

1

。
こ
れ
等s

i
f

分
析
は
具
■

指
導
，施
設
の
积
據
ち
f

,l
’の
で
あ
っ
て
、
、
豪S

t

が
、
•そ
れ漂

が

外

見

.

’
一 

.

,

.
‘ 

、
\ 

$

1

,

の
合
雜
に
卵
す
5:
|

の
瞿 

.
•'■
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九
，’

r

c
o
u
g
'
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プ
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管
理
の
合
理
蛛
に
關
す
る
装
干
の
卯
阖 

•• 

•
- 

-
 

-
-

-

九
ニ
' 

(1 o
l
i

四
'

5

&

艰
の
S

基
本
的
準
^

的
な
仕
f

f

る
.が
故
'S

I

腦
f

ょ
.？

理
解
せ
ら
れ
き
と
な
く
往
々
に
し
r 

的れ:
使傾P

H

n

!

問
t

l

:

、
1

1

1

 

I

:
合
理

.
以
上
要
す
る
に
、
，f

的
管
理
法
は
生
產
カ
1

■

し
て
：
製
造
技
術
羼
ど
伺
■

重
要
I

管
理
技
術
r
提
供
す
I

と 

へし̂

^

し
得
る
I

は
な
い
け
れ
I

、
•然
i

、の
•合
理
的
I

用
は
>
霧

|

活
i

合
J

か
S

慕

て

、
I

君

I

上
の
合
i

l

保
す
i

含

よ

I

み
g

f

れ
f

l

i

指
摘
し
た

支

-
那
民
族
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•

民
險
問
題
戍
現
下
の
世
界
‘に
於
い
て
最
大
關
心
事
で
あ
.る
。
何
故
な
ら%

、

歐
洲
に
於
い
て
東

W

に
於
い
て
民
族

=
-

題
を
中
-

に 
■武
力
戰
と
養
と
が
行
は
れ
、
 

雷

H

を
決
定
し
つ
、
意

か

ら
S

今

此

Q

民
族
問
題
陰
洲
大
糧
益
け
、る
民
族 

主
義
の
尖
銳
化
に
依
？

提
起
さ
れ
た
の
.で
あ
•る
が
、
こ
.れ
を
^ -
れ
て
は
今
日
世
界
に
生
起
^
つ
、
あ
る
緊
要
な
政
治
繁
問
題
|
 

解
し
蠢
す
翁
は
出
來
な
い
。
泰
の
民
族
問
題
が
今
^
豪

、事
I

篇

的

原

因

と

し

て

考

へ

，ら
れ
、
從
つ
て

I

新
秩
序
S
 

基
，的
問
題
と
し
て
各
方
面』

於
い
て
取
上
げ
ら
れ
て
居
る
'の
も
其
の
•爲

霉

る

。
併
し
，乍
ら
、

■支
那
民
裔
題
に
對
す
k
見
解
は
5
 

と
し
S

W

爲M
、

民
族
問
題
蠢
策
に
於
い
て
樂
觀
的
馨
、
架
空
的
獨
斷
.論
，
麗
的
暮
等
が
現
出
し
て
居
る
。

"‘

,

支
那
の
民
族
主
義
を
因
と
•し
て
、•

豕
が
未
華
戈
の
裡
に
相
樹
峙
し
て
居
る
現
實
に
荩
て
、
，民
族
問
題
の
適
切
な
る
處
理
は
緊
.
 

要
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
‘難
事
中
の

I

で
あ
る
。
.併
し
• 

S

今
後
の
興
隆
の
如
何
はT

に
I

I

問
題
を
|

に
理
解
し
、
.
其 

の
き
-:;1w

ち
れ
た
民
，族
政
策
如
何
に
懸
•つ
て
居
る
と
云
ひ
得
る
。
其
故
に
其
の
現
實
的
障
碍
や
困
難
の
爲
に
理
論
と
政
策
を
.歪
曲 

す
る
事
は
許
さ
れ
な
い
。
問
題
解
把
Q

f

現
實
に
f

ず
、
架
f

世
界
に
求
め
V

5

自
'慰
親
斷
論
-
民
族
8

1

刺
せ
ず 

未

择

ふ

ま

、
，淺
置
し
I

る
樂
觀
論
等
は
承
認
し
得
支
那
事
'變
音
滿
支
提
携
の

1

的
要
請
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